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“つなぐ”テクノロジー™で未来をひらく
フジクラは1885年の創業以来、電線・ケーブル製造で培った“つなぐ”
テクノロジーTMを通じ、顧客の価値創造と社会に貢献してきました。
現在では、光ファイバケーブルなどの情報通信分野、フレキシブルプ
リントサーキットなどのエレクトロニクス分野、ワイヤハーネスなど
の自動車分野、産業用電線などのエネルギー分野における主力製品に
加え、高温超電導線材の開発・製造にも注力しています。フジクラは
業界のトップランナーとして30年以上に渡り高温超電導線材の研究
開発に従事してきました。高温超電導線材は低温・高磁場中で高い臨
界電流特性を示す特長があり、従来、様々な産業機器応用が期待され
てきました。近年、カーボンニュートラルを実現するエネルギー技術
としてフュージョンエネルギーへの応用が注目されており、その需要
の高まりから省ヘリウムを目指す医療用磁気共鳴画像診断装置（MRI）
や脱炭素を目指す電動航空機など、他の産業機器応用へ検討の裾野が
広がっています。

�フュージョンエネルギー分野における�
コラボレーション
フジクラでは、高温超電導のフュージョンエネルギー応用への関心が
高まる中、国内外のパートナーと共に持続可能なエネルギー社会の実
現に向けて共創しています。2023年には、フュージョンエネルギーの
スタートアップであるCommonwealth Fusion Systems社へ超電
導線材の供給を開始し、京都フュージョニアリング株式会社で受注し
た英国原子力公社（UKAEA）の「核融合炉用高温超電導マグネット
領域の研究推進」 を共同で推進しました。日本国内のフュージョンエ
ネルギー産業の発展に貢献すべく、2024年にはフュージョンエネル
ギー産業協議会（J-Fusion）に理事企業として参画しています。フ
ジクラは高温超電導線材のトップランナーとして研究開発を継続して
おり、フュージョンエネルギー応用を始め、環境負荷の低減と持続可
能な社会の実現に向け、その技術力でエネルギー社会の未来に貢献し
ていきます。

高温超電導技術で持続可能な社会の発展に貢献
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